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昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
松
本
歩
兵
第
一
五
〇
連
隊
に
現
役

兵
と
し
て
入
隊
す
る
。
入
隊
間
も
な
い
一
月
二
十
日
に
宇
品
港

を
出
港
し
て
朝
鮮
の
釜
山
港
に
上
陸
。
上
陸
後
間
も
な
く
列
車

に
乗
り
鮮
満
国
境
を
通
過
し
、
一
月
二
十
四
日
、
満
州
国
奉
天

の
開
原
に
到
着
。
同
日
、
歩
兵
第
十
九
連
隊
に
配
属
と
な
る
。

開
原
に
お
い
て
約
二
カ
月
の
教
育
を
受
け
、
三
月
二
十
九
日
、

牡
丹
江
省
穆
稜
に
移
動
し
勤
務
に
つ
く
。
昭
和
十
八
年
二
月
十

日
付
で
第
九
師
団
司
令
部
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
穆
稜
よ
り
掖
河

に
異
動
、
第
九
師
団
司
令
部
勤
務
と
な
る
。
八
月
、
兵
長
に
昇

進
す
る
。

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
二
日
、
再
度
転
勤
命
令
が
出
て
、
間

島
省
間
島
の
第
三
軍
司
令
部
勤
務
と
な
る
。
八
月
九
日
、
ソ
連

軍
進
入
。
司
令
部
と
共
に
こ
れ
と
交
戦
。

八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
、
翌
十
六
日
、
間
島
に
お
い
て
武

装
解
除
を
受
け
る
。
し
ば
ら
く
し
て
十
月
八
日
、
間
島
を
出
発
、

十
日
余
り
の
強
行
軍
、
野
宿
を
重
ね
な
が
ら
も
、
日
本
に
帰
れ

る
こ
と
を
信
じ
て
専
ら
歩
い
た
の
に
、
着
い
た
所
は
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
の
名
も
知
ら
な
い
小
さ
な
駅
。
こ
こ
で
貨
車
に
乗
り
、
数

日
後
着
い
た
所
が
シ
ベ
リ
ア
の
ホ
ル
モ
リ
ン
と
い
う
所
。
こ
こ

の
第
二
〇
一
収
容
所
と
呼
ば
れ
る
粗
末
な
バ
ラ
ッ
ク
に
二
千
人

が
入
る
。
宿
舎
は
板
の
床
が
二
段
に
な
っ
て
い
る
。

食
事
と
言
え
ば
高
粱
か
粟
の
粥
少
量
。
時
に
は
黒
パ
ン
と
い
っ

た
粗
末
な
も
の
。
作
業
は
木
材
の
伐
採
、
運
搬
、
ド
ー
ム
の
建

設
。
伐
採
部
が
二
人
挽
き
の
大
き
な
鋸
で
伐
採
し
た
木
材
を
、

運
搬
部
が
外
部
よ
り
来
る
馬
に
よ
り
運
搬
す
る
。
一
定
量
の
木

材
が
た
ま
る
と
ド
ー
ム
の
建
設
に
掛
か
る
（
ド
ー
ム
と
言
っ
て

も
、
丸
太
を
組
み
合
わ
せ
湿
地
か
ら
コ
ケ
を
取
っ
て
来
て
隙
間

に
詰
め
た
も
の
）

。
終
わ
る
と
ま
た
、
伐
採
に
掛
か
る
と
い
っ

た
作
業
の
繰
り
返
し
。
一
日
の
作
業
を
終
え
、
収
容
所
ま
で
一

時
間
の
行
程
。
零
下
三
〇
度
を
超
す
寒
さ
、
一
日
の
作
業
の
疲

れ
で
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
帰
り
、
名
ば
か
り
の
夕
食
を
終
え
床

に
つ
く
。
一
日
の
疲
れ
を
癒
す
ど
こ
ろ
か
、
南
京
虫
、
シ
ラ
ミ

に
悩
ま
さ
れ
、
安
眠
も
で
き
な
い
有
様
。



こ
ん
な
中
で
栄
養
失
調
と
重
労
働
の
疲
れ
で
斃
れ
る
者
が
続

出
す
る
。

や
が
て
春
に
な
り
草
木
の
芽
が
吹
く
こ
ろ
に
な
る
と
、
お
互

い
に
缶
詰
の
空
き
缶
を
拾
っ
て
き
て
、
腰
に
ぶ
ら
下
げ
て
行
き
、

作
業
の
合
間
に
草
木
の
芽
を
摘
ん
で
缶
で
茄
で
岩
塩
を
か
け
て

食
べ
、
空
腹
を
凌
ぐ
の
が
一
つ
の
楽
し
み
と
な
る
。

そ
の
後
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の
収
容
所
に
移
動
と
な
り
、
こ

こ
で
は
道
路
工
事
の
作
業
、
時
に
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
馬
鈴
薯
の

選
別
作
業
に
回
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
ア
ク
チ
ブ
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
来
て
、
民
主

教
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
教
育
を
受
け
な
い
と
日
本
に

は
帰
さ
な
い
と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
受
け
る
。

シ
ベ
リ
ア
の
冬
も
近
づ
く
十
月
末
、
待
ち
に
待
っ
た
東
京
ダ

モ
イ
の
列
車
に
乗
り
、
十
月
二
十
六
日
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
、
迎

え
の
引
揚
船
が
入
り
乗
船
が
始
ま
る
。
後
の
方
に
い
た
私
の
所

ま
で
く
る
と
、
こ
こ
よ
り
後
は
待
て
と
言
わ
れ
三
、
四
十
名
が

戻
さ
れ
る
。
何
事
が
あ
っ
た
の
か
と
心
配
し
て
い
る
と
、
軍
司

令
部
に
い
た
者
は
当
時
の
調
査
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
カ
月
余
り
、
日
関
東
軍
の
軍
司
令
部
の
こ
と
に
つ

き
詳
細
な
調
査
が
始
ま
る
。
軍
司
令
部
の
仕
組
み
、
仕
事
の
内

容
等
詳
細
に
わ
た
っ
て
調
べ
ら
れ
る
。

ナ
ホ
ト
カ
の
港
が
凍
結
寸
前
の
十
一
月
三
十
日
、

待
ち
に
待
っ

た
復
員
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
五

日
、
懐
か
し
い
日
本
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。

七
年
ぶ
り
の
我
が
家
へ
戻
っ
て
見
る
と
、
一
緒
に
ナ
ホ
ト
カ

ま
で
来
た
戦
友
た
ち
が
、
確
か
に
一
緒
に
乗
船
し
た
の
に
舞
鶴

に
上
陸
し
た
と
き
、
い
な
か
っ
た
が
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と

心
配
し
、
八
方
手
を
尽
く
し
探
し
た
が
わ
か
ら
ず
、
大
変
な
騒

ぎ
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
何
は
と
も
あ
れ
、
無
事
に
帰
っ

た
こ
と
を
喜
び
合
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
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記
　 

京
都
府
　
中
西
昇
　 

現
住
所
　
京
都
府
船
井
郡
丹
波
町
字
八
田

職

業
　
農
業
　
大
正
八
年
十
一
月
十
八
日
生
　
元
陸
軍
兵
長

昭
和
十
八
年
五
月
一
日
、
二
回
目
の
召
集
を
う
け
て
現
住
所




